
 機械工学科３年 B 組 ６１２１３ 藤崎博万 
 

 
図１．任意形状の構造体 

図１より、各部分の図心位置（z'і、y'і）、とすると各面積 を次式より求められる。 

 
次に、各部分の断面一次モーメント Sz'、Sy'、断面二次モーメント Iz',Iy'、Iz'y'を次式より

求める。 

 
 
 

 
 

この結果を各部分の計算結果を表１に示す。 
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表１．各部分の計算結果 

  
z'i 

[mm] 

y'i 

[mm⁴] 

ΔAi 

[mm²] 

ΔAiz'i 

[mm³] 

ΔAiy'i 

[mm³] 

ΔAiz'i²

[mm⁴] 

ΔAiy'i²

[mm⁴] 

ΔAiz'iy'i 

[mm⁴] 

1 8 10 30 240 300 1920 3000 2400

2 34 20 38 1292 760 43928 15200 25840

3 62 14 24 1488 336 92256 4704 20832

4 73 0 18 1314 0 95922 0 0

5 50 -14 44 2200 -616 110000 8624 -30800

6 15 -8 34 510 -272 7650 2176 -4080

Σ     188 7044 508 351700 33700 14190

   A Sz' Sy' Iz' Iy' Iz'y' 

 
 表１により、構造体の重心 z₀、y₀は、 

 

 

となるので、重心を通り yԢ軸に平行な η軸、zԢ軸に平行な ζ軸まわりの断面二次モーメント、

、  は、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



となる。よって、η,ζ軸とθ傾いた y,z 軸を考えたときのθは、 

 
 

 
 

 
 

となる。これにより、θは なので断面二次モーメント Iz、Iy は、 

 
 

 
 

 
となる。 


